
学校業務改善のための取組

行事・業務等の精選や会議の効率的な運営、週１回の
ノー残業デー、教職員からの改善策の提案などにより業
務改善を図る。

人権教育の推進
人権研修や幼児児童生徒に関する情報共有をとおして、いじ
め防止を含めた教員の人権意識の向上を図る。自己理解や他
者理解を促す指導などをとおして、児童生徒の障がい認識を
育む。

教育課程・学習指導
生徒指導

教育課程・学習指導
生徒指導・進路指導

生活指導 センター的機能 教職員の専門性及び授業力の向上

小学部 中・高等部 舎務部 教育支援部 学校全体

一人一人の発達段階や
ニーズに応じたコミュ
ニケーションの力を伸
ばし、児童が自ら考
え、活動に主体的に参
加しようとする力を育
てる。

社会的自立に向けて、
コミュニケーションの
力を伸ばし、良好な人
間関係を形成する態度
を育成する。

集団生活をとおして、
寄宿舎生が主体的に生
活する力を育む。

関係機関と連携・協力
し、早期からの切れ目
ない難聴児支援に努め
る。

①教員同士の学び合いをとおして「主体的・対話
的・深い学び」のある授業づくりに取り組む。
②分かる授業づくりや専門性向上において、ＩＣ
Ｔ機器の活用力を上げる。
③幼児児童生徒に確実に伝わるよう、多様な伝達
手段を活用する。

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組
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各機関と連携し、難聴
児に適切な支援や教育
相談活動を行う。

目標：各機関と連携・
協力し、支援する。
80%以上

自主…自分で考える子　　　敬愛…思いやりのある子　　　希望…大きな夢を持つ子

聴覚に障がいのある幼児児童生徒に対し、その心身の発達と能力・特性に応じた教育の実践を通して、社会人として自立するための基
盤を育成する。
　１　心豊かで克己心の強い人間を育成する。
　２　敬愛の精神と豊かな知性を備えた人間を育成する。
　３　責任を重んじ自主性や社会性を備えた人間を育成する。

児童が主体的に活動に
参加できるよう、活動
内容や個に応じた支援
を工夫する。

目標：個に応じたコ
ミュニケーションの方
法や学習活動について
検討し、実践する。
80％以上

①所属学部外の授業を参観しやすいような工夫を行う。また
専門性チェックリストを活用しながら授業参観し、感想を伝
えたり意見交換を行ったりする。
目標：授業参観を年に４本（うち他学部を２本）、寄宿舎指
導員は２本以上行い、感想等を伝える。　80％以上

②ＩＣＴ機器を効果的に活用した実践例を学び、自分の授業
づくりに生かす。また、オンライン研修を積極的に活用す
る。
目標：ＩＣＴ機器を活用した授業や活動を年に３回以上行
い、オンライン研修に１回以上参加する。　　80％以上
　
③授業や学校行事において、手話の他にもUDトークやパワー
ポイントなど、多様な視覚情報を提示する。
目標：個々の実態に応じた手段を用い、情報保障を行う。
80％以上

研究テーマ「子どもたちが自分らしく主体的に生きるための支援の在り方」
　１　言語力・コミュニケーション力の育成
　　　　一人一人の実態やニーズに応じた言語力・多様な手段を活用したコミュニケーション力の育成
　２　主体的・協働的な学びの推進
　　　　自ら考え主体的に学ぶ授業づくり、地域の資源や人材を活用した学習活動の推進
　３　多様な状態像への対応力向上
　　　　重複障がいや発達障がい等を併せ有する幼児児童生徒への理解と対応力の向上
　４　専門性・指導力の向上
　　　　ＯＪＴよる専門性の継承、校内専門研修の内容・方法等の検討や工夫、ＩＣＴの活用
　５　学校内外の聴覚障がい児に対する切れ目ない支援の推進
　　　　校内および関係機関との連携により将来を見据えた個々の学びと支援をつなぐ

生徒が相手や状況に応
じて、互いの考えや気
持ちを適切に伝え合え
るように支援する。

目標：生徒が適切にコ
ミュニケーションでき
るように支援する。
80％以上

重　点　目　標

寄宿舎生が自分たちの
生活について考え話し
合う中で、自己決定す
る力が身に付くよう、
個に応じた支援方法を
工夫する。

目標：寄宿舎生が自己
決定する力が身に付く
ように支援する。
80％以上

校　　訓

教育目標

教育課程・学習指導

幼稚部

幼児の発達に応じた言
語力やコミュニケー
ションの力を育て、主
体的な学びのある授業
実践を行う。

定期的に授業研究会及
びケース会を実施し、
子どもたちが主体的に
活動に取り組むための
支援を工夫する。

目標：授業研究会や
ケース会で話し合われ
たことを日々の関わり
や授業づくりに活か
す。
80%以上

令和５年度の
教育方針


